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H22予算要求
予定額

 

H21予算要求
予定額

備　　考
平成２２年度

事　業　内　容

・再資源化等推進事業
　（奨励金）
・資源ごみ、食品トレー、ペットボトル
の収集（委託）
・古紙類の収集（委託）
・デポジット制度モデル事業の実施
（福部地域）
・保育園、小学校の２箇所で空缶回
収に応じた図書カードの交付（国府
地域）
・ごみ分別用冊子・パンフの作成
・環境活動補助
・家庭ごみ有料化事業

平成２１年度

事　業　内　容

・再資源化等推進事業
　（奨励金）
・資源ごみ、食品トレー、ペットボトル
の収集（委託）
・古紙類の収集（委託）
・デポジット制度モデル事業の実施
（福部地域）
・保育園、小学校の２箇所で空缶回
収に応じた図書カードの交付（国府
地域）
・ごみ分別用冊子・パンフの作成
・環境活動補助
・家庭ごみ有料化事業

-88-

事 業 費 （ 百 万 円 ）

※百万円未満の事業費は、百万円に切り上げています。

H19決算額

524 

195 

 

H20予算額

145 

 

87ページ

効　果
(ｱｳﾄｶﾑ)

ごみ減量化目標（１人１日当たりの資源ごみ総排出
量）
資源回収率（廃棄物の量に占める資源回収の割
合：重量比）

特記事項

活動の指標
(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ)

資源ごみ収集量　　　　　　　　　　　　　　　　　　再資
源化等推進量
古紙収集量

一 般 財 源

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

第２　廃棄物の減量と処理

財源内訳
(ｲﾝﾌﾟｯﾄ)

そ の 他 （ 手 数 料 ）

起 債 （ ）

210201

事 業 の 目 的 平成１９年度

事　業　内　容

事 業 区 分 21-02-01

　すべての市民

基 本 計 画

章 名 第２章　自然と社会が調和した環境づくりと安心でいきいきとした暮らしづくり

施策№新規 継続

該当ページ

夢があり誇りのもてる20万都市づくりビジョン ３　環境先進都市の実現

第１節　自然と社会が調和した環境づくり

ハード ソフト 実施 (補助 ) 期間

鳥取市再資源化等推進事業奨励金交付要綱、鳥取市生ごみ処理機購入費補助金交付要綱

事 業 の 概 要

　市民・事業者・行政が一体となって、廃棄物の排出抑制、再利用
の促進、適正な処理により、ごみを少なくする習慣やシステムづくり
を進め、ごみのないごみゼロ（ゼロ・ウェイスト）社会をめざす。

・再資源化等推進事業
　（奨励金）
・資源ごみ、食品トレー、ペッ
トボトルの収集（委託）
・古紙類の収集（委託）
・デポジット制度モデル事業
の実施（福部地域）
・保育園、小学校の２箇所で
空缶回収に応じた図書カー
ドの交付（国府地域）
・ごみ分別用冊子・パンフの
作成
・環境活動補助
・家庭ごみ有料化事業

・再資源化等推進事業（奨励金）
　新聞・雑誌等６円/kg アルミ缶・金属類等４円/kg　ビン４円/本
・生ごみ処理機購入補助（H18まで）　代金の１/３（２万円限度）
・古紙類の収集（委託）
・デポジット制度による空缶回収（鳥取砂丘：福部地域）
・空缶回収に応じた図書カード交付（保育園、小学校：国府地域）
・ごみ分別用冊子・パンフの作成 ・家庭ごみ有料化事業

事 業 の 対 象 者 （ 交 付 先 ）

施 策 名 ①ごみゼロ（ゼロ・ウェイスト）へ向けた取組みとシステムづくり

細 節 名

一般会計 実 施 主 体 市

根 拠 法 令 等

総　　　　　合　　　　　計　　　　　画

ソ フ ト ・ ハ ー ド の 区 分

節 名

第８次鳥取市総合計画「実施計画」

事 業 名 ごみ減量化・再資源化対策事業

生活環境課環境下水道部担 当 部会 計 区 分

45020

関 係 課

担 当 係 ごみ減量化推進係 2385

基本計画の政策目標　　　　　（平成１６年度→２２年度）

○ごみ減量化目標（１人１日当たりの総排出量） 　　１,０６８g　→　９００g
○資源回収率（廃棄物の量に占める資源回収の　　　　１２．４％　→　２０％
　　　　　　　割合：重量比）

排出量　 143ｇ
資源回収率 12％

排出量　 141ｇ
資源回収率 13％

①再資源　　　　3,930ｔ
②ビン・缶　　　2,780ｔ
③食品トレー　　　 53ｔ
④ペットボトル   　305ｔ
⑤古紙類         2,490t

注意事項

 

平成２０年度

事　業　内　容

・再資源化等推進事業
　（奨励金）
・資源ごみ、食品トレー、ペットボトル
の収集（委託）
・古紙類の収集（委託）
・デポジット制度モデル事業の実施
（福部地域）
・保育園、小学校の２箇所で空缶回
収に応じた図書カードの交付（国府
地域）
・ごみ分別用冊子・パンフの作成
・環境活動補助
・家庭ごみ有料化事業

①再資源　　　　3,850ｔ
②ビン・缶　　　2,720ｔ
③食品トレー     　52ｔ
④ペットボトル  　300ｔ
⑤古紙類　　　　 2,440t

①再資源　　　　3,700ｔ
②ビン・缶　　　2,620ｔ
③食品トレー　　　 50ｔ
④ペットボトル    290ｔ
⑤古紙類        2,350t

①再資源　　　　3,780ｔ
②ビン・缶　　　2,670ｔ
③食品トレー　　　 51ｔ
④ペットボトル　　295ｔ
⑤古紙類　　　　 2,390t

380 

525 

145 

 

 

525 525 

排出量　 135ｇ
資源回収率 15％

排出量　 138ｇ
資源回収率 14％

 

380 

145 

 

（注１）
　事業内容は、①緊急
性、②地域の実情、③
効果、④熟度、⑤有利
財源の確保の観点によ
り、毎年ローリング
（見直し）する中で変
更していくことがあり
ます。

（注２）
　事業費（財源内訳）
は、社会経済情勢の推
移や行財政改革の推
進、中長期的な財政事
情などにより、毎年
ローリングする中で見
直しを行い、当該年度
の予算編成で精査する
こととなります。

 

 

1,140 

435 

H20～H22合計


